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第
四
百
七
十
六
回 

青
葉
会
句
会
報 

令
和
八
年
新
年
号 

句
会
：
令
和
七
年
十
二
月
十
八
日(

木)  
 

十
三
時
か
ら 

於
：
三
茶
し
ゃ
れ
な
あ
ど 

６
階
会
議
室 

ビ
ー
ナ
ス 

 

選 
 

者 
川
口
孤
舟 

句
会
出
席 
柿
崎
忠
彦 

久
米
五
郎
太 

在
間
千
恵 

佐
藤
た
だ
し
げ 

豊
田
ゆ
た
か 

古
田
昇 

 
山
崎
亜
也 

山
田
け
い
子 

 

投
句
・
選
句 

熊
谷
く
に
お 

後
藤
と
み
子 

小
早
健
介 

高
橋
康
敏 

田
島
正
己 

土
谷
堂
哉 

西
澤
國
護 

 
 

古
川
百
合
子 
山
内
天
牛 

渡
邊
盛
雄 

選
句
の
み 

梅
崎
く
す
を 
重
枝
孝
岳 

庄
司
龍
平 

高
橋
清
子 

橋
口
隆 

早
川
允
章 

福
島
正
明 

星
田
啓
子 

山
本
三
恵 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

❖
❖
❖ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

十
点 

◎
湿
原
に
天
女
の
ご
と
く
鶴
の
舞
ふ 

  
 
 
 

昇 
 

（
孤
・
忠
・
く
・
〇
健
・
と
・
た
・
己
・ 

ゆ
・
允
・
盛
） 

 

八
点 閂

の
わ
づ
か
に
軋
む
小
夜
時
雨 

 
 
 
 
 

と
み
子 

 
（
五
・
清
・
己
・
堂
・
百
・
啓
・
天
・
盛
） 

 

七
点 駅

蕎
麦
に
ど
さ
と
薬
味
や
雪
催 

 
 
 
 
 
 

康
敏 

 

（
く
す
・
健
・
と
・
清
・
己
・
啓
・
亜
） 

木
枯
ら
し
に
追
わ
れ
空
き
缶
ひ
た
走
る 

 
 

百
合
子 

 

（
く
・
千
・
〇
龍
・
清
・
啓
・
亜
・
盛
） 

柚
子
風
呂
に
来
し
方
行
方
浮
き
沈
む 

 
 
   

盛
雄 

 

（
く
す
・
健
・
ゆ
・
國
・
允
・
百
・
亜
） 

 

六
点 見

通
し
の
き
く
影
と
な
り
冬
木
立 

 
 
  

  

國
護 

 

（
く
・
五
・
健
・
た
・
清
・
昇
） 

◎
湯
豆
腐
や
箸
の
触
れ
合
ふ
夫
婦
膳 

 
 
 
    

昇 
 

（
孤
・
龍
・
堂
・
け
・
三
・
盛
） 

◎
諍
い
て
一
人
で
帰
る
冬
の
月 

 
 
 
 
   

け
い
子 

 

（
〇
く
す
・
孤
・
康
・
隆
・
亜
・
三
） 

◎
指
折
り
て
干
支
を
確
か
む
年
の
暮 

 
 
 
  

亜
也 

 

（
孤
・
五
・
と
・
千
・
堂
・
昇
） 

 

五
点 冬

薔
薇
死
亡
通
知
を
読
み
返
す 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 

（
忠
・
千
・
隆
・
け
・
天
） 

◎
枯
木
宿
帳
場
に
古
き
大
時
計 

 
 
 
 
    

康
敏 

 

（
く
す
・
孤
・
〇
く
・
己
・
允
） 

極
月
や
不
穏
の
気
配
そ
こ
は
か
と 

 
 
 
 
 

亜
也 

 

（
忠
・
五
・
孝
・
正
・
啓
） 

◎
枯
蓮
の
折
れ
て
も
風
に
あ
ら
が
え
り 

 
  

け
い
子 

 

（
く
す
・
孤
・
五
・
〇
孝
・
昇
） 

◎
一
人
へ
り
二
人
へ
り
し
て
賀
状
書
く 

 
 
  

天
牛 

 

（
孤
・
忠
・
ゆ
・
允
・
正
） 

 

四
点 古

里
の
初
雪
便
り
懐
か
し
く 

 
 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 

（
た
・
龍
・
ゆ
・
隆
） 

里
山
が
荒
れ
て
熊
ま
で
荒
れ
始
め 

 
 
 
   

 

仝 
 

（
千
・
た
・
ゆ
・
正
） 

冬
ざ
れ
て
観
音
堂
に
一
人
か
な 

 
 
 
 
 

け
い
子 

 

（
く
・
千
・
三
、
天
） 

鰭
酒
の
香
り
楽
し
む
下
戸
の
酒 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 

（
く
・
龍
・
ゆ
・
百
） 
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三
点 小

春
日
や
艶
際
立
た
せ
実
南
天 

 
 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
 

（
龍
・
清
・
三
） 

承
和
色(

そ
が
い
ろ)

を
Ａ
Ｉ
に
問
う
冬
の
菊 

 
 
  

千
恵 

 
 
 

（
百
・
啓
・
盛
） 

古
屏
風
時
を
染
み
と
し
立
ち
つ
く
す 

 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
堂
・
百
・
啓
） 

◎
父
憶
ふ
箪
笥
の
隅
の
マ
ン
ト
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

（
孤
・
と
、
孝
） 

◎
ぶ
ら
り
寄
る
銀
座
の
老
舗
日
記
買
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
孤
・
孝
・
康
） 

冬
の
空
抹
茶
に
干
柿
添
え
て
飲
む 

 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
龍
・
國
・
天
） 

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
袋
あ
る
を
確
か
め
て 

 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
隆
・
正
・
昇
） 

◎
夫
婦
ふ
た
り
分
相
応
の
年
用
意 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
孤
・
允
・
三
） 

精
検
終
へ
妻
の
足
取
り
小
春
か
な 

 
 
 
 
 
  
 

盛
雄 

 
 
 

（
く
す
・
と
・
堂
） 

 

二
点 木

枯
ら
し
や
窓
打
つ
風
の
夜
深
か
な 

 
 
 
 
 
 

忠
彦 

 
 
 

（
た
・
國
） 

寒
せ
り
を
小
鍋
に
移
し
少
し
待
ち 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
國
・
亜
） 

我
ひ
と
り
少
し
残
せ
し
薬
喰 

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 

仝 
 
 
 

（
百
・
〇
三 

ペ
ン
画
に
て
天
使
を
描
く
十
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
康
・
昇
） 

楽
し
く
て
苦
し
き
句
作
年
歩
む 

 
 
 
 
 
   

 

千
恵 

 
 
 

（
と
・
た
） 

山
茶
花
の
花
は
静
か
に
散
り
始
め 

 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

（
千
・
國
） 

 
 
 
 

那
谷
寺
に
て 

◎
本
堂
へ
芭
蕉
の
影
や
冬
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

堂
哉 

 
 
 

（
孤
・
孝
） 

悲
し
き
日
嬉
し
き
時
も
温
め
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

（
健
・
け
） 

年
忘
れ
ま
た
一
人
欠
け
献
盃
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
健
・
康
） 

氷
雨
ふ
る
ビ
ル
の
谷
間
に
古
雑
誌 

 
 
 
 
 
  

百
合
子 

 
 
 

（
孝
・
け
） 

夜
鴉
や
真
冬
の
空
を
征
し
お
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
五
・
け
） 

江
ノ
電
の
車
窓
を
過
ぎ
る
冬
銀
河 

 
 
 
 
 
 
 
 

昇 
 
 
 

（
己
・
正
） 

熊
も
ま
た
住
み
難
き
世
や
温
暖
化 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
忠
・
正
） 

ペ
ッ
ト
に
も
七
五
三
す
る
社
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

（
忠
・
〇
昇
） 

窓
一
つ
カ
ー
ド
に
開
け
待
つ
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
清
・
堂
） 

 

一
点 時

告
ぐ
る
潟
の
チ
ャ
イ
ム
や
暮
易
き 
 
 
 
 
 

く
に
お 

 
 
  

（
己
） 

古
き
絵
図
ネ
ッ
ト
で
探
す
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

（
亜
） 

◎
楽
聖
の
第
九
に
酔
へ
る
師
走
か
な 

 
 
 
 
 
   

健
介 

 
 
  

（
孤
） 

幾
重
に
も
奥
行
深
き
紅
葉
か
な 

 
 
 
 
 
 
  
 
 

仝 
 
 
 

（
け
） 

「
熊
」
と
揮
毫
こ
ん
な
に
嫌
わ
れ
る
と
は 

 
 
  
  

千
恵 

 
 
 

（
盛
） 

竜
田
川
錦
織
り
な
す
紅
葉
か
な 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
  
 

（
康
） 

吹
く
風
に
立
つ
白
波
や
瀬
戸
の
冬 

 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
國
） 

暖
房
機
猫
が
毎
朝
丸
く
な
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

仝 
 
 
 

（
隆
） 

ポ
イ
ン
セ
チ
ア
抱
へ
乗
り
込
む
エ
レ
ベ
ー
タ 

 
 
 

康
敏 

 
 
 

（
隆
） 

鯛
焼
や
急
ぎ
食
す
る
塾
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 

（
天
） 

両
隣
助
け
合
う
日
々
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 

（
康
） 
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松
葉
蟹
境
港
へ
食
べ
に
行
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 

（
允
） 

永
久
の
十
二
月
八
日
少
年
老
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 

（
天
） 

 

【
句 

評
・
短 

評
】 

十
点
句 

湿
原
に
天
女
の
ご
と
く
鶴
の
舞
ふ 

  
 
 
 
 
  

昇 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
孤
高
の
鶴
は
天
女
の
再
来
か
。 

健
介
さ
ん
・
・
・
そ
う
な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
羨
ま
し
い
。
そ
の
“
天
女
”
一
度
は
拝
ん
で
み
た
い
も
の
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
美
し
い
情
景
が
目
に
浮
か
ぶ
様
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
美
し
い
景
が
、
目
に
浮
か
び
ま
す
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
昔
、
た
く
さ
ん
の
鶴
の
舞
を
見
ま
し
た
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
鹿
児
島
県
の
出
水
の
群
鶴
は
見
事
で
、
俳
人
の
多
く
が
足
を
運
び
ま
す
。
「
秋
」
（
毎
年
十
月
中 

旬
か
ら
翌
３
月
頃
に
か
け
て
越
冬
） 

 

八
点 閂

の
わ
づ
か
に
軋
む
小
夜
時
雨 

 
 
 
 
 
   

と
み
子 

 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
木
戸
の
あ
る
ご
自
宅
、
い
や
お
寺
か
も
。
鋭
い
観
察
が
静
か
な
佳
句
に
な
り
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
小
説
の
こ
れ
か
ら
の
出
来
事
を
あ
れ
こ
れ
想
像
さ
せ
ま
す
。
待
ち
人
来
る
か
？
秘
か
に
帰
る
の 

か
？ 

百
合
子
さ
ん
・
・
時
雨
に
軋
む
閂
、
す
ば
ら
し
い
感
性
！ 

啓
子
さ
ん
・
・
・
些
か
古
い
大
き
な
お
宅
。
静
か
に
時
雨
が
降
り
て
風
が
僅
か
に
閂
を
鳴
ら
し
て
い
る
。
し
ん
と
し 

た
景
を
表
現
し
て
巧
で
す
。
白
黒
映
画
の
一
シ
ー
ン
の
よ
う
な
雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
閂
が
効
い
て
い
ま
す
ね
。
そ
れ
が
軋
ん
で
い
る
古
い
光
景
で
す
ね
。 

 

七
点 駅

蕎
麦
に
ど
さ
と
薬
味
や
雪
催 

 
 
 
 
 
    

康
敏 

 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
薬
味
た
っ
ぷ
り
で
温
ま
る
で
し
ょ
う
ね
。 

正
己
さ
ん
・
・
・
普
通
の
蕎
麦
屋
で
は
あ
ま
り
で
き
ま
せ
ん
。
寒
い
日
に
か
け
そ
ば
一
杯
た
ま
り
ま
せ
ん
な
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
寒
く
て
飛
び
込
ん
だ
駅
蕎
麦
な
ら
で
は
の
景
。
中
七
が
効
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
何
と
い
っ
て
も
「
ど
さ
と
」
の
迫
力
と
説
得
力
。 

木
枯
ら
し
に
追
わ
れ
空
き
缶
ひ
た
走
る 

 
 
 

百
合
子 

 

千
恵
さ
ん
・
・
・
風
に
吹
き
飛
ば
さ
れ
て
い
る
空
き
缶
を
生
き
物
の
よ
う
に
と
ら
え
た
表
現
が
面
白
い
で
す
。 

龍
平
さ
ん
・
・
・
お
相
撲
琴
風
が
歌
う
演
歌(

東
京
た
ず
ね
人=

風
の
噂
に 

銀
座→

赤
坂→

六
本
木)

を
連
想
し
ま
し 

た
。 

寂
し
い
空
缶
。
な
か
に
し
礼/

猪
俣
公
章
の
コ
ン
ビ
は
何
時
も
人
を
泣
か
せ
ま
す
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
擬
人
化
が
効
い
て
、
時
に
目
に
す
る
景
が
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
や
が
て
哀
し
く
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・
西
部
劇
に
出
て
く
る
回
転
草
を
連
想
。
ド
ラ
イ
な
寂
寥
感
が
い
い
。 

盛
雄
さ
ん
・
・
・
一
瞬
を
素
早
く
詠
ま
れ
た
佳
句
。 

柚
子
風
呂
に
来
し
方
行
方
浮
き
沈
む 

 
 
 
 
  

盛
雄 

 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
私
も
庭
の
柚
子
を
ご
近
所
に
も
配
り
、
ゆ
っ
た
り
と
柚
子
風
呂
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
柚
子
の
浮
き
沈
み
を
さ
ら
り
と
句
に
す
る
豊
か
さ
！ 

亜
也
さ
ん
・
・
・
柚
子
の
浮
き
沈
み
に
託
す
感
懐
。 
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六
点 見

通
し
の
き
く
影
と
な
り
冬
木
立 

 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
影
と
な
り
、
が
上
手
で
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
寒
々
と
し
た
景
色
が
想
像
で
き
る
。 

湯
豆
腐
や
箸
の
触
れ
合
ふ
夫
婦
膳 

 
 
  
   

 

昇 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
老
い
て
益
々
夫
婦
仲
は
円
満
の
よ
う
だ
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
思
わ
ず
箸
を
引
っ
込
め
、
眼
で
笑
っ
て
お
先
に
ど
う
ぞ
！ 

諍
い
て
一
人
で
帰
る
冬
の
月 

 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
一
種
壮
絶
な
美
し
さ
の
月
に
見
守
ら
れ
て
、
ひ
と
り
寂
し
い
帰
路
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
折
角
の
年
忘
れ
に
口
論
し
て
プ
イ
ッ
と
立
ち
上
が
り
一
人
で
帰
る
。
寒
々
し
い
月
が
身
に
沁
み
る 

隆
さ
ん
・
・
・
・
何
の
諍
い
で
し
ょ
う
か
。
亡
き
母
も
、
私
の
手
を
引
い
て
実
家
へ
帰
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
と
。 

亜
也
さ
ん
・
・
・「
諍
ふ
」
の
文
字
と
語
感
の
妙
。「
友
が
み
な
わ
れ
よ
り…

」
の
啄
木
の
短
歌
の
パ
ロ
デ
ィ
に 

「
妻
と
諍
ふ
」
で
締
め
く
く
る
の
が
あ
る
の
を
ふ
と
思
い
出
し
ま
し
た
。 

指
折
り
て
干
支
を
確
か
む
年
の
暮 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
こ
の
歳
ま
で
生
き
る
と
、
年
男
だ
と
言
わ
れ
て
も
何
回
目
か
は
俄
か
に
分
か
ら
な
い
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
私
は
最
近
は
十
二
支
も
ち
ょ
っ
と
あ
や
ふ
や
で
す
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
年
末
に
な
る
と
来
年
の
干
支
を 

確
か
め
ま
す
。
分
か
り
ま
す
。 

千
恵
さ
ん
・
・
・
私
も
年
賀
状
を
書
く
と
き
先
ず
「
今
年
の
干
支
は
何
だ
っ
た
か
し
ら
」
か
ら
始
ま
る
の
で
共
感
で 

す
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
午
年
で
年
男
な
の
で
す
が
、
さ
て
何
度
目
か
な
と
数
え
て
い
ま
す
。 

 

五
点 冬

薔
薇
死
亡
通
知
を
読
み
返
す 

 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
死
亡
通
知
を
受
け
取
っ
た
時
の
気
持
ち
と
季
語
が
響
き
合
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
死
は
、
無
に
帰
す
る
こ
と
だ
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
「
一
秒
一
生
」
死
が
軽
々
と
な
っ
た
今
、 

死
を
考
え
る
よ
う
に
し
た
い
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
あ
の
人
は
本
当
に
亡
く
な
っ
た
の
だ
な
、
と
つ
く
づ
く
思
う
の
で
し
ょ
う
。 

枯
木
宿
帳
場
に
古
き
大
時
計 

 
 
 
 
     

康
敏 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
老
舗
旅
館
の
歴
史
の
刻
を
刻
ん
で
き
た
「
お
爺
さ
ん
の
古
時
計
」 

允
章
さ
ん
・
・
・
昔
の
映
画
で
よ
く
見
た
光
景
で
す
。 

極
月
や
不
穏
の
気
配
そ
こ
は
か
と 

 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
・
極
は
、
極
道
だ
っ
た
り
、
極
め
だ
っ
た
り
、
さ
て
来
年
は
ど
う
な
る
か
。 

 

枯
蓮
の
折
れ
て
も
風
に
あ
ら
が
え
り 

 
 
 

け
い
子 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
枯
蓮
に
風
が
吹
き
来
る
と
、
茎
や
葉
が
打
ち
合
っ
て
音
を
鳴
ら
す
。 

五
郎
太
さ
ん
・
・
そ
う
し
た
中
で
耐
え
て
い
る
、
蜂
の
巣
の
よ
う
な
枯
れ
た
花
に
は
、
独
特
の
力
が
あ
り
ま
す
。 

孝
岳
さ
ん
・
・
・「
歳
老
い
て
も
気
概
を
持
っ
て
生
き
よ
。」
と
諭
す
如
き
句
で
す
。「
は
い
。
そ
う
い
た
し
ま
す
。」 

英
気
を
貰
い
ま
し
た
。 

一
人
へ
り
二
人
へ
り
し
て
賀
状
書
く 

 
 
 
 
 

天
牛 

 
 

孤
舟
選
者
・
・
・「
賀
状
仕
舞
い
」
が
世
の
常
識
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
よ
う
だ
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
今
年
は
八
十
九
歳
に
な
り
ま
す
。
賀
状
は
今
年
か
ら
止
め
ま
し
た
。 
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四
点 古

里
の
初
雪
便
り
懐
か
し
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

忠
彦 

 
 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
古
里
の
便
り
は
懐
か
し
く
嬉
し
い
も
の
、
理
解
で
き
る
。 

隆
さ
ん
・
・
・
・
忙
し
な
い
都
会
暮
ら
し
で
季
節
の
便
り
は
望
郷
の
念
を
呼
び
起
こ
す
。 

冬
ざ
れ
て
観
音
堂
に
一
人
か
な 

 
 
 
 
 
 
  
 

け
い
子 

 
 

千
恵
さ
ん
・
・
・
寒
々
し
い
観
音
堂
に
い
る
け
れ
ど
、
作
者
は
ど
こ
か
こ
の
状
況
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
な
気
が
し 

ま
す
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
う
す
暗
い
堂
は
た
っ
た
一
人
が
寒
々
と
し
て
い
ま
す
。 

鰭
酒
の
香
り
楽
し
む
下
戸
の
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 

け
い
子 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
河
豚
の
鰭
酒
の
香
に
は
下
戸
を
つ
い
つ
い
忘
れ
さ
せ
る
魅
力
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

三
点 承

和
色(

そ
が
い
ろ)

を
Ａ
Ｉ
に
問
う
冬
の
菊 

 
 
 
  

千
恵 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
こ
の
句
で
も
、
承
和
を
辞
書
で
。
少
し
ず
つ
私
も
賢
く
な
っ
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。 

啓
子
さ
ん
・
・
・
日
本
に
は
色
を
表
す
言
葉
が
溢
れ
て
い
る
、
そ
れ
は
世
界
で
も
類
を
見
な
い
ほ
ど
の
こ
と
だ
そ
う
で
、 

雅
な
歴
史
を
紡
い
で
き
た
証
か
、
と
一
種
感
動
を
覚
え
ま
す
。 

古
屏
風
時
を
染
み
と
し
立
ち
つ
く
す 

 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
中
七
で
頂
き
ま
し
た
。 

百
合
子
さ
ん
・
・
染
み
を
時
の
積
み
重
ね
と
思
え
ば
、
老
い
る
こ
と
も
ま
た
至
福
！ 

啓
子
さ
ん
・
・
・
中
七
が
時
の
重
な
り
を
巧
く
詠
ま
れ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。。 

父
憶
ふ
箪
笥
の
隅
の
マ
ン
ト
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
思
え
ば
意
外
と
モ
ダ
ン
な
父
親
だ
っ
た
。 

と
み
子
さ
ん
・
・
祖
父
が
、
愛
用
し
て
い
た
イ
ン
バ
ー
（
イ
ン
バ
ネ
ス
コ
ー
ト
）
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

ぶ
ら
り
寄
る
銀
座
の
老
舗
日
記
買
ふ 

 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
新
し
い
日
記
帳
は
、
使
い
慣
れ
た
銀
座
鳩
居
堂
の
も
の
に
決
め
て
い
る
。 

康
敏
さ
ん
・
・
・
「
た
め
ら
は
ず
博
文
堂
の
日
記
買
ふ 

高
見
孝
子
」
。
作
者
は
何
処
の
日
記
を
買
っ
た
の
だ
ろ 

う
。 

冬
の
空
抹
茶
に
干
柿
添
え
て
飲
む 

 
 
   

 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

龍
平
さ
ん
・
・
・
何
か
重
な
っ
た
感
じ
の
句
。
然
し
さ
っ
ぱ
り
し
た
乙
な
感
じ
も
し
ま
し
た
。 

天
牛
さ
ん
・
・
・
抹
茶
に
干
し
柿
と
は
、
縁
側
に
座
っ
て
飲
む
風
情
で
す
ね
。 

ポ
ケ
ッ
ト
に
手
袋
あ
る
を
確
か
め
て 

 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
カ
ク
ニ
ン
、
カ
ク
ニ
ン
。
無
意
識
の
動
作
が
忘
れ
の
原
因
と
医
師
は
言
う
。
ド
ア
の
カ
ギ
か
け
、 

か
け
た
状
態
を
少
し
で
も
凝
視
す
る
と
記
憶
を
刻
み
、
忘
れ
な
い
そ
う
。 

夫
婦
ふ
た
り
分
相
応
の
年
用
意 

 
 
 
 
 
 
     

 

昇 
 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
新
年
を
迎
え
る
準
備
は
省
略
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
。 

允
章
さ
ん
・
・
・
全
く
同
感
で
す
。 

精
検
終
へ
妻
の
足
取
り
小
春
か
な 

 
 
 
 
 
  
   

盛
雄 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
季
語
の
「
小
春
」
で
ほ
っ
と
し
ま
し
た
。 

堂
哉
さ
ん
・
・
・
奥
様
の
喜
び
、
嬉
し
さ
が
上
手
く
出
て
い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た 
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二
点 寒

せ
り
を
小
鍋
に
移
し
少
し
待
ち 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
日
常
の
ち
ょ
っ
と
し
た
楽
し
み
に
俳
味
あ
り
。
長
火
鉢
の
炭
火
に
か
け
る
景
を
イ
メ
ー
ジ
し
ま
し
た
。 

我
ひ
と
り
少
し
残
せ
し
薬
喰 

 
 
 
 
 
 
 
  

五
郎
太 

 
 
 
 

百
合
子
さ
ん
・
・
ま
た
し
て
も
薬
喰
を
辞
書
で
調
べ
、
日
本
語
の
奥
深
さ
を
知
り
ま
し
た
。 

三
恵
さ
ん
・
・
・「
薬
喰
」
の
季
語
を
調
べ
ま
し
た
が
、
な
ぜ
か
、
西
洋
の
「
ジ
ビ
エ
」
を
連
想
し
ま
し
た
。
と
は
言 

え
、
こ
の
季
語
が
こ
の
場
面
に
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
て
い
て
、
俳
句
表
現
の
奥
行
の
深
さ
を
垣
間
見
る 

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

ペ
ン
画
に
て
天
使
を
描
く
十
二
月 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
意
表
を
突
い
た
句
だ
が
、
「
十
二
月
」
が
効
い
て
い
る
。 

楽
し
く
て
苦
し
き
句
作
年
歩
む 

 
 
 
 
 
 
  
 

千
恵 

 
 
 
 

と
み
子
さ
ん
・
・
共
感
い
た
し
ま
し
た
。
季
語
「
年
歩
む
」
に
味
わ
い
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。 

た
だ
し
げ
さ
ん
・
同
感
で
す
。 

 
 

那
谷
寺
に
て 

本
堂
へ
芭
蕉
の
影
や
冬
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

堂
哉 

 
 
 
 

孤
舟
選
者
・
・
・
芭
蕉
が
那
谷
寺
を
訪
れ
た
の
は
秋
風
の
吹
く
９
月
だ
っ
た
が
、
紅
葉
時
の
今
日
も
幻
の
芭
蕉
像
に
出 

逢
え
た
の
で
あ
ろ
う
。 

悲
し
き
日
嬉
し
き
時
も
温
め
酒 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 

健
介
さ
ん
・
・
・
冬
は
温
め
酒
に
限
り
ま
す
ね
、
悲
喜
に
拘
わ
ら
ず
、
毎
晩
欠
か
さ
な
い
己
と
重
ね
合
わ
せ
ま
し
た
。 

年
忘
れ
ま
た
一
人
欠
け
献
盃
を 

 
 
 
 
 
 
 
 

國
護 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
高
校
の
同
期
会
の
集
ま
り
も
、
十
年
前
は
百
五
十
人
程
い
た
が
、
今
や
五
六
人
。 

夜
鴉
や
真
冬
の
空
を
征
し
お
り 

 
 
 
 
 
 
 

百
合
子 

 
 
 
 

五
郎
太
さ
ん
・
・
一
羽
が
鳴
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
バ
タ
バ
タ
と
飛
ん
だ
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ち
ょ
っ
と 

不
気
味
で
も
あ
り
ま
す
。 

ペ
ッ
ト
に
も
七
五
三
す
る
社
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

昇
さ
ん
・
・
・
・
ペ
ッ
ト
も
七
五
三
を
す
る
時
代
に
な
っ
た
と
は
。
着
飾
っ
た
ペ
ッ
ト
も
得
意
顔
。
楽
し
い
句
で 

す
。
神
社
の
商
魂
も
逞
し
い
で
す
ね
。 

窓
一
つ
カ
ー
ド
に
開
け
待
つ
ク
リ
ス
マ
ス 

 
 
 
 

亜
也 

 
 
 
 

堂
哉
さ
ん
・
・
・｢

娘
か
ら
ア
ド
ベ
ン
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
初
め
て
貰
い
ま
し
た
。
毎
朝
、
窓
を
探
し
て
開
い
て
楽
し
ん 

で
い
ま
し
た 

 

一
点 古

き
絵
図
ネ
ッ
ト
で
探
す
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 

五
郎
太 

 
 
 
 

亜
也
さ
ん
・
・
・
江
戸
の
絵
図
な
ら
「
大
江
戸
今
昔
め
ぐ
り
」
と
い
う
ア
プ
リ
が
、
今
の
地
図
に
昔
の
切
絵
図
を
重
ね 

て
あ
っ
て
探
訪
に
便
利
で
す
。 

楽
聖
の
第
九
に
酔
へ
る
師
走
か
な 

 
 
 
 
 
 
 

健
介 

 
 
 
  

孤
舟
選
者
・
・
・
ベ
ー
ト
ー
ベ
ン
第
九
番
「
合
唱
」
は
年
末
の
定
番
。 

竜
田
川
錦
織
り
な
す
紅
葉
か
な 

 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
在
原
業
平
の
和
歌
で
知
ら
れ
る
竜
田
川
の
紅
葉
を
、
力
強
く
表
現
し
た
。 

暖
房
機
猫
が
毎
朝
丸
く
な
り 

 
 
 
 
 
 
 

た
だ
し
げ 

 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
「
が
」
を
「
は
」
に
変
え
て
ボ
カ
し
て
も
よ
さ
そ
う
。 
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ポ
イ
ン
セ
チ
ア
抱
へ
乗
り
込
む
エ
レ
ベ
ー
タ 

 
 
 

康
敏 

 
 
 
 

隆
さ
ん
・
・
・
・
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の
赤
色
で
お
部
屋
を
飾
る
高
揚
感
。 

鯛
焼
や
急
ぎ
食
す
る
塾
の
道 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

正
己 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
と
り
あ
え
ず
腹
ご
し
ら
え
を
と
、
ほ
お
ば
っ
て
い
る
少
年
！ 

両
隣
助
け
合
う
日
々
年
の
暮 

 
 
 
 
 
 
 
 

ゆ
た
か 

 
 
 
 

康
敏
さ
ん
・
・
・
最
近
は
隣
近
所
と
の
お
付
き
合
い
が
な
く
な
っ
た
。
「
隣
は
何
を
す
る
人
ぞ
」
で
あ
る
。
「
向
う 

三
軒
両
隣
」
や
「
バ
ス
通
り
裏
」
の
時
代
が
懐
か
し
い
。 

松
葉
蟹
境
港
へ
食
べ
に
行
く 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

天
牛 

 
 
 
 

允
章
さ
ん
・
・
・
昔
、
大
阪
に
住
ん
で
い
た
頃
、
蟹
を
食
べ
に
境
港
へ
行
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
し
た
。 

永
久
の
十
二
月
八
日
少
年
老
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 

盛
雄 

 
 
 
 

天
牛
さ
ん
・
・
・
私
も
小
学
校
の
六
年
生
で
し
た
。
通
学
中
に
街
角
で
友
人
か
ら
開
戦
を
聞
き
ま
し
た
。
そ
の
時
の
状

況
は
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
了
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

▣
▣
▣
▣
▣
▣
▣ 

【
次
回
・
次
々
回
の
青
葉
会
予
定
】 

〇
第
四
百
七
十
七
回 

青
葉
会 

令
和
八
年
一
月
二
十
二
日
（
木
）
午
後
一
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於
：
丸
紅
株
式
会
社
本
社 

四
階
会
議
室 

  

ご
出
句
の
ご
案
内 

☆
句
会
ご
出
席
予
定
の
方 

 

当
季
雑
詠 

五
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
投
句
予
定
の
方 

 

当
季
雑
詠 

二
句 
を
目
処
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
ご
提
出
締
切
日 

 
 
 
 

一
月
十
七
日
中 
 

星
田
ま
で 

（FAX 
03‐

3421‐
977

2

） 

 

〇
第
四
百
七
十
八
回 

青
葉
会 

令
和
八
年
二
月
二
十
六
日
（
木
）
午
後
一
時
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

於
：
丸
紅
株
式
会
社
本
社 

四
階
会
議
室 

 

ご
出
句
の
ご
案
内 

☆
句
会
ご
出
席
予
定
の
方 

 

当
季
雑
詠 

五
句 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ご
投
句
予
定
の
方 
 

当
季
雑
詠 

二
句 

を
目
処
と
し
て 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

☆
ご
提
出
締
切
日 

 
 
 
 

二
月
二
十
一
日
中 

 

星
田
ま
で 

（FAX 
03‐

3421‐
977

2

） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

▣
▣
▣
▣
▣
▣
▣ 

【
青 

葉 

会 

報
】 

一
、 

年
末
句
会
納
め
、
お
よ
び 

忘
年
会
を
十
二
月
十
八
日
木
曜
日
と
し
て
、
開
催
致
し
ま
し
た
。
昨

年
は
寂
し
い
こ
と
に
幾
許
か
会
員
様
の
活
動
が
減
っ
た
一
年
で
し
た
。
随
分
と
長
い
こ
と
世
話
人

を
さ
れ
た
紀
久
男
さ
ん
、
恵
州
さ
ん
、
び
ん
さ
ん
と
ベ
テ
ラ
ン
の
方
々
が
夫
々
に
ご
生
活
を
変
え

ら
れ
た
り
、
ご
入
院
さ
れ
た
り
と
一
度
も
選
句
す
ら
い
た
だ
け
ず
に
過
ぎ
て
お
り
ま
す
。
一
方
、 

句
会
ご
出
席
数
は
さ
し
て
変
わ
ら
ず
に
お
り
ま
す
こ
と
が
有
難
く
思
い
ま
す
が
、
た
だ
、
そ
れ
も

こ
れ
か
ら
の
一
年
は
ど
う
だ
ろ
う
か
と
考
え
ま
す
と
、
今
後
の
会
員
増
の
手
段
を
講
じ
る
必
要
を

一
層
強
く
感
じ
る
と
こ
ろ
で
す
。 
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句
会
納
め
の
後
の
忘
年
会
は
、
十
一
名
の
ご
出
席
で
昨
年
よ
り
六
名
ほ
ど
が
少
な
い
状
態
で
し

た
が
、
そ
こ
は
俳
句
に
集
ま
ら
れ
た
方
々
、
少
な
い
分
充
実
し
て
皆
様
と
そ
れ
ぞ
れ
が
交
流
出
来

ま
し
た
こ
と
は
幸
い
で
し
た
。 

 

二
、 

句
会
後
の
忘
年
会
で
は
、
冒
頭
の
乾
杯
後
、
五
郎
太
さ
ん
か
ら
令
和
七
年
の
青
葉
会
俳
句
の
総
括

と
し
て
、
ま
ず
は
、
と
、
忘
年
会
に
ご
出
席
さ
れ
た
皆
様
の
内
、
各
月
で
そ
れ
ぞ
れ
最
高
得
点
の

発
表
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

中
で
も
突
出
し
た
具
合
の
、
昨
年
か
ら
句
会
に
参
加
さ
れ
た
昇
さ
ん
の
最
高
得
点
回
数
。
こ
ち

ら
が
四
月
、
五
月
、
八
月
、
九
月
の
四
回
で
、
且
つ
、
そ
の
内
５
月
ご
出
句
（
鯉
幟
息
を
吐
か
せ

て
仕
舞
ひ
け
り
）
は
十
八
点
と
い
う
嘗
て
見
た
こ
と
が
無
い
か
⁉
と
い
う
大
量
得
点
、
い
ず
れ
も

快
挙
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
出
席
者
の
改
め
て
の
驚
き
を
誘
い
、
同
時
に
皆
様
か
ら
大
き
な
拍
手

が
上
が
り
ま
し
た
。 

次
に
一
月
／
十
二
点
で
と
み
子
さ
ん
一
回
（
噺
家
の
す
る
り
脱
ぎ
お
く
冬
羽
織
）
、
忠
彦
さ
ん

が
三
月
／
八
点
と
、
七
月
／
十
三
点
（
遠
雷
や
父
の
小
言
を
ふ
と
思
ふ
）
の
二
回
、
十
一
月
／
八

点
で
國
護
さ
ん
（
立
冬
の
影
置
か
ぬ
程
の
薄
日
か
な
）
初
め
て
の
獲
得
、
同
じ
く
、
け
い
子
さ
ん

（
冬
の
蝶
止
ま
れ
ば
止
ま
る
散
歩
か
な
）
一
回
。 

ま
た
、
特
筆
す
べ
き
か
、
と
、
亜
也
さ
ん
（
五
月 
パ
ナ
マ
帽
わ
ざ
わ
ざ
出
番
作
り
け
り
）
の
句

に
つ
い
て
。
こ
れ
は
五
点
句
と
雖
も
、
そ
の
内
「
〇
天
」
を
三
名
の
方
が
付
与
さ
れ
、
ま
さ
に
秀

句
が
こ
う
い
う
形
で
出
る
こ
と
も
あ
る
、
と
い
う
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
こ
の
一
年
で
長
足
の
進
歩
を
さ
れ
た
方
と
し
て
、
國
護
さ
ん
、
正
己
さ
ん
が
挙
げ
ら

れ
、
大
変
喜
ば
し
い
思
い
で
、
皆
の
拍
手
が
揃
い
ま
し
た
。 

今
回
の
発
表
は
、
令
和
七
年
の
青
葉
会
活
動
総
括
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
神
妙
な
時
間
で

も
あ
り
、
一
年
の
締
め
く
く
り
と
し
て
大
変
意
味
の
あ
る
佳
き
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

 

三
、 

因
み
に
、
忘
年
会
に
は
ご
欠
席
で
し
た
が
、
最
高
点
と
し
て
振
り
返
り
ま
す
と
、 

康
敏
さ
ん
が
、
二
月
／
十
二
点
と
十
月
／
十
三
点
（
伊
那
谷
の
晴
れ
て
全
村
柿
す
だ
れ
）
に
十
一
月
／
八

点
の
三
回
、
堂
哉
さ
ん
が
四
月
／
十
点
（
親
友
の
妻
よ
り
封
書
春
の
雷
）
一
回
、
盛
雄
さ
ん
が
、
六
月
／

十
四
点
（
戦
な
き
八
十
年
の
水
鉄
砲
）
と
い
う
結
果
を
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

改
め
て
こ
う
し
て
拝
見
す
る
と
さ
す
が
巧
者
の
句
ば
か
り
で
、
お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、
今
後
の

会
員
皆
様
の
精
進
の
よ
す
が
と
も
な
る
と
感
じ
た
こ
と
で
し
た
。
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

【
関
係
者
近
詠
】 

 

あ
れ
や
こ
れ
未
達
は
全
て
初
昔 

 
 
 

盛
雄 

 

T
V

で
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
を
聴
き
な
が
ら
の
一
句 

眦
の
裂
け
る
ば
か
り
に
第
九
か
な 

 
 

彦
十
（
楠
田
ヒ
ロ
ミ
） 

   

＊
今
月
の
「
森
の
座
」
関
係
者
近
詠
は
お
休
み
を
い
た
だ
き
ま
す
。 

  

令
和
八
年
一
月
吉
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
了
） 


